
[地震のゆれの説明]
①震度とは地震の揺れの程度をあらわしたもの。
０～７までの10階級ある。※5～6は弱強であらわす。

震度はどうやって決めるのか?
地震による揺れを感知し自動的に震度を計算する
「震度計」という機械で計測している。

地震が発生すると全国の震度計で観測された震度を
自動的に収集し、気象庁では震度3以上の地震が
発生した場合、約１分半後には各地域の震度を速報でお知
らせしている。
※参照:国土交通省 気象庁 リーフレット「その震度 どんなゆれ?」

[児童考察]

被害について考える際は、大地震が発生したら

どうなるだろう、どのようなことが起こり得るだろうか

津波、建物倒壊、火災の発生、土砂崩れ、避難所

についてなど具体的に問いかけ、想像を膨らませるよう導く
。

[地震のゆれのミニ知識]
震度はなぜ5と6だけ強弱と二種類あるのだろうか。
観測計で観測した震度の数値を四捨五入して、切り上げてその震度になったものは「弱」、切り捨てでその震度になったものは「強」となる。

｟具体例｠
5弱・・・大半の人が恐怖を感じ、周囲の物につかまりたくなるようなゆれ
5強・・・周囲の物につかまらないと歩けないほどのゆれ
6弱・・・立っているのが難しくなるようなゆれ
6強・・・床をはわないと歩けない、激しい揺れにより飛ばされることもある
※参照:国土交通省 気象庁 リーフレット「その震度 どんなゆれ?」
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[避難時のミニ知識]

①小さな揺れの時、又は揺れがおさまった後に、窓や
戸を開け、出口の確保をする。

地震がおさまってから、すぐに行動をすると、予期せぬタ
イミングで物が落下してくることがある。

そのため、しばらくはテーブルの下などへ身を隠しておく。

※参照:消防庁「防災マニュアル」

[エレベーターの説明]

全ての階のボタンを押し、最初に停止した階で降りるの
が原則だが、停止した階で慌てておりるのではなく、階の
状況を見極めるのも大切。

②地震の時は閉じ込められている人も大勢いると予想さ
れる。救助がすぐに駆け付れるとは限らない。焦らず冷
静になり「非常用呼び出しボタン」等で連絡を取る努力
をする。

※参照:消防庁「防災マニュアル」

[児童考察]

発災時、場所や状況によってとっさに取る行動が変わって

くる。平常時であれば、落ち着いてどのような行動をすれ

ばよいのか考えられるが、地震発生時は、ほとんどの人が

動けなくなる。そのため、特に避難訓練時は、災害時の

シミュレーションを具体的に想定するだけではなく、様々な
場所での行動を想定できるようにする。

[児童考察]

地震が起きたら必ず机の下にもぐると認識している児童

がいるかもしれないが、地震の時は、ものが 「落ちてこな

い・倒れてこない・移動してこない」場所に素早く身を寄せ

ることが大切である。屋外にいるときも想定し場所や状況

に応じて行動は変わるということに気付かせたい。

[児童考察]
地震や火事の時、子供は自分の判断で命を守る必要があ
る。難しい言葉を使わず一言で伝えられるため、年齢に
関係なく理解しやすく、すぐに定着させることができる。

①命を守る3つのポーズ
1．サルのポーズ（地震:机がある時） 2．ダンゴムシのポーズ（地震:机がない時） 3．アライグマのポーズ（火事の時）

※参照:慶応大学SFC防災社会デザイン研究室
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[地域防災拠点の説明]
「地域防災拠点」という名称は、災害対策基本法が改正され
る以前から避難生活を送る場所として広く周知している。
横浜では、上記のように指定避難所を指定はするものの、「
地域防災拠点」という名称を今後も継続して使用していく。
※参照:横浜市「地域防災拠点地域防災拠点(指定避難所)とは」

[津波のミニ知識]

津波はジェット機なみの速さでおしよせてくる。海上の場合、深さによって下記のような例えが出来る。乗り物に例えてみると、いかに津波の威力が凄まじいかをうかがい
知ることが出来る。

深さ5,000ｍ=ジェット機と同じくらいのスピード

深さ５００ｍ=新幹線と同じくらいのスピード

深さ5０ｍ=自動車と同じくらいのスピード

津波注意報が発令された際、速やかに避難することが重要。 津波が到達してしまうと、ひざ程度の高さでも立っていられない。

《具体例》2011年3月11日に発生した東日本大震災では、津波注意報が発令されたものの、実際に津波からの避難を想定している方は多くなかった。津波は、地
震発生から数分後に発生し、多くの人が逃げ遅れ被害に遭われた。

※参照:三重県教育委員会「防災ノート」

[児童考察]

定期的に家族で防災について話すことで、災害
に対する危機意識を風化させないことが目的。
常に災害に気を張っていることは難しいが、毎年
必ず災害に向き合う時間を作ることで、少しでも
災害に備えられるようにする。

[津波注意報の説明】

予想される津波の最大波の高さが高いところで０．２ｍ
以上、１ｍ以下の場合であって、津波による災害のおそ
れがある場合。

｟取るべき行動｠

海の中では人は速い流れに巻き込まれる。海の中にいる
人はただちに海から上がって、海岸から離れる。

[津波警報の説明]

予想される津波の最大波の高さが高いところで１ｍを超え、
３ｍ以下の場合。

｟取るべき行動｠

標高の低いところでは津波が襲い、浸水被害が発生する。
人は津波による流れに巻き込まれる。

ただちに高台や避難ビルなど安全な場所へ避難する。

※参照:気象庁「津波警報・注意報、津波情報、津波予報について」
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